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財団法人WNI気象文化創造センター

　財団法人WNI気象文化創造センター（代表理事：宮部二朗）は、気象の実用・実践の振興を目的に、
草の根的に実践されている気象活動を表彰・助成する第1回「気象文化大賞」を決定し、11月13日
（土）、授賞式を元南極観測船・SHIRASEにて開催しました。同センターでは、9月より、市民、企
業、団体を問わず幅広く「気象文化大賞」を募集し、表彰・助成事業事務局で、独自調査による推薦
と公募の中から佐々木嘉和氏（オクラホマ大学名誉教授）を委員長とする選考委員会が選考しまし
た。今回受賞したのは「気象文化大賞」（金賞・銀賞・銅賞）、気象の実用・実践の研究などに長年
成果をあげられてきた方を表彰・助成する「気象文化功労賞」、グローバルな視点からアジア・太平
洋、そして地球全体の気象の実用・実践的な研究・活動された方を表彰・助成する「佐々木嘉和賞」
です。（詳細は次頁の通り）

第1回気象文化大賞決定－草の根的な気象の実用・実践
金賞：「被害軽減のための津波シミュレーション」

今村 文彦氏（東北大学）
金賞：「減災ソーシャルゲーム」

矢守 克也氏（京都大学）

受賞者および選考委員の皆さん



【受賞内容】

賞 受賞者名 研究内容又は功績 評価項目 助成金使途

気象文化大賞
金賞
500万円

今村　文彦　様
（東北大学付属災害制
御センター）

津波災害軽減を目指
す新たな防災文化
（TIMING）の創成

■津波被害軽減の成果
がｱｼﾞｱ・太平洋地域
にも波及可能

■災害文化発掘調査
■津波水理実験装置
■地域実践活動費

気象文化大賞
金賞
500万円

矢守　克也　様
（京都大学防災研究
所）

減災文化の普及に　
関わる実践的研究

■任天堂やSAPなど　
通じて全国展開が　
期待できる

■ｹﾞｰﾑ、ｼﾅﾘｵ・情報ｼｽﾃﾑ開発
■社会実験

気象文化大賞
銀賞
300万円

武山　政直　様
（慶應義塾大学経済学
部）

ﾕﾋﾞｷﾀｽ情報技術・
ｴﾝﾀｰﾃｲﾝﾒﾝﾄ手法によ
る気象文化普及啓蒙

■最先端の研究者と　
ともに新たなﾋﾞｼﾞ
ﾈｽﾓﾃﾞﾙを創造可能

■有識者との研究会
運営費

気象文化大賞
銅賞
150万円

大谷　泰豊　様
（JTB法人東京）

「ｿﾗﾖﾐ」による旅行
文化創造

■旅行会社と行政が　
共同で新たな生活　
習慣を創造

■Webｻｲﾄおよびｺﾝﾃﾝﾂ開発
■ﾎﾟｽﾀｰ制作

気象文化大賞
銅賞
150万円

平林　千春　様
（東北芸術工科大学デ
ザイン学部）

気象情報を使ったﾛｰ
ｶﾙ鉄道の利用促進・
地域活性化

■自前天気予報の具体
的実践が望める

■Webｻｲﾄ企画開発
■お天気ﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ製作
■ｲﾍﾞﾝﾄ実施

気象文化大賞
銅賞
100万円

中山　雅茂　様
（北翔大学生涯学習シ
ステム学部）

市民の草の根的な環
境観測参加による、
地球環境問題への意
識向上

■「測る」ことへの　　
参加による市民の　
意識向上の推進

■簡易観測ﾂｰﾙの購入
■ｻﾝﾌﾟﾙの分析

気象文化功労賞
200万円

忠鉢　繁　様
（千葉科学大学）

南極観測隊員として
の南極上空のｵｿﾞﾝﾎｰ
ﾙの発見／報告

■地道な観測成果およ
び発表に至るまでの
自助努力

■ｵｿﾞﾝﾎｰﾙの研究と啓蒙

佐々木嘉和賞 武山　政直　様
（慶應義塾大学経済学
部）

気象文化大賞（銀
賞）記載内容と同じ

■様々な情報から真実
に近い情報を短時間
で手軽に引き出すと
いう、現実世界にお
ける手法の有効性

石橋夢大賞 該当者なし



【受賞者のコメント】

●気象文化大賞（金賞）　　今村文彦様（東北大学付属災害制御研究センター）
「受賞ありがとうございます。津波の減災を目指している。日本から減災を広げていきたい。インフォ
メーションをミティゲーション（減災）につなげていきたい。」
　
●気象文化大賞（金賞）　　矢守克也様（京都大学防災研究所）
「「クロスロード」という減災ゲームを阪神・淡路大震災の経験をもとに5年前につくった。これは震
災がテーマだが、この受賞をきっかけに気象関連のものに発展させていきたい。」

●気象文化大賞（銀賞）　　武山政直様（慶應義塾大学経済学部）
「最先端の技術を人間の感受性を高めることにつなげていくことを目指している。いろんな方々と一緒に、
ネットワーク時代にふさわしい新しい価値をつくっていきたい」。

●気象文化大賞（銅賞）　　 大谷泰豊様（JTB法人東京）
「地域の方々とともに地域活性に力を入れている。旅行は天気と密接な関係がある。旅行と天気を通じた地
域活性を今後もやっていきたいと思っています」。

●気象文化大賞（銅賞）　　 平林千春様（東北芸術工科大学デザイン工学部）
「ローカル鉄道活性化のために気象を結び付けつけていく。賞の名に恥じないようにいい研究をしたい」。

●気象文化大賞（銅賞）　　 中山雅茂様（北翔大学生涯学習システム学部）
 「こうした賞をいただきありがとうございます。一緒に観測、学んでいる子供たちが受賞したと思っ
ています。北海道から日本、アジアにこういう活動を広げていきたい」。

●気象文化功労賞　　　　  忠鉢　繁様（千葉科学大学）
「私は、子供の頃から気象が好きで、気象庁に勤務し、その間に途中でオゾンに深く関わることがで
き、幸せだった。これからは、学生たちに伝えていければいいと思う」。

●佐々木嘉和賞　　　　　　 武山政直様（慶應義塾大学経済学部）
「身に余る光栄です。情報に接する機会は増えているが、多すぎるという問題が起きている。この情報と気
象をどう結び付けるかという挑戦を、一人ではできないので、いろんな方々と価値を共創していきたい」。

この件に関するお問い合わせ先

〒261-0023　千葉県千葉市美浜区中瀬1−3 幕張テクノガーデン

一般財団法人 WNI気象文化創造センター　HP（http://wxbunka.com/）　担当：廣川
TEL. 043-274-3191    FAX. 043-351-7655

〒261-0023　千葉県千葉市美浜区中瀬1−3 幕張テクノガーデン
株式会社ウェザーニューズ　SRコーナー（広報・IR）　担当：森下
TEL. 043-274-5504    FAX. 043-274-3916


